
俳句・川柳20句　　　関根悠介 
「幻覚の季節」　　　　【俳句】 

曼珠沙華ぬきたくなりし鼻毛かな 

椅子軋む泡姫酸っぱし秋バラや 

秋渇き膝と幹枝を見比べる 

幻覚と非幻覚や天狗茸 

老蝶やこわれかたにもコツがある 

柳散る夢は現実口内炎 

私に疲れ生姜噛む夕べ 

秋の海あかるい夜のあやうさや 

ぎんなんを踏みパッションをよび覚ます 

冬支度これからワシは白くなる 

「火もひとり」　　　　【川柳】 

火がほそく高くなったら燃えるゆび 

火のくびれこれくらいかな平均は 

また膝にケトプロフェンパップを貼る 

合憲のダックスフンドの200の目 



はうという音がカレーを食べると出る 

忘れられないひとつまり生卵 

手がおよぎ蝶やピースをしてみてる 

田んぼとか見てると人はひとりずつ 

おれはいま何をしようと考ったか 

ひとりずつ区切られている存在や


